（様式7）　
	教科等名
	専門教科情報科


	都道府県市名
	
	県市番号
	

	担当指導主事名
	

	所属部署・職名
	

	電話番号
	

	E-mail
	


【Ⅰ】　以下の設問 １．～　７．については，専門教科情報科設置校を設置している教育委員会が御回答ください。※【Ⅱ】は全ての教育委員会が対象です。
１．専門教科情報科の各専門科目の履修状況　（令和３年度入学生の教育課程表に基づいて記入してください）
	学校名
	学科名
	科目名
	単位数
	履修学年

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


２．学校設定科目の開設状況（令和３年度）
	学校名
	科目名
	単位数
	履修学年
	科目の主な内容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


３．入学状況（令和３年度入学生）　：　（上段には推薦による選抜を、下段には一般選抜を記入してください）
	学校名・学科名
	入学定員
（b）
	志願者数
（a）
	入学者数
	志願倍率（a/b）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※一般選抜が前期・後期にわかれる場合は記入欄を追加してください。
４．進路状況（令和２年度卒業生）
	学校名・学科名
	卒業生
	就職
	進学
	その他

	
	男
	女
	計
	情報関連
	その他
	四大
	短大
	専修
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【上記進学者の内訳（入試別進学状況）】
	学校名・学科名
	

	入試別
	進学
	計

	
	四大
	短大
	専修
	

	一般入試
	
	
	
	

	推薦入試
	
	
	
	

	AO入試
	
	
	
	


５．主な情報関連資格等の取得状況（令和２年度）
	資格等
	等級
	人数

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


６．学校外における学修等の単位認定状況（令和２年度実績）
(1)　技能審査
	学校名
	学科名
	技能審査の種類と水準
	対応科目名
	認定単位数

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(2)　学校(高校)間連携
	学校名
	学科名
	科目名
	連携学校名
	人数
	認定単位数

	
	
	
	
	
	


(3)　大学・高等専門学校・専修学校等との連携
	学校名
	学科名
	連携学校名
	連携の内容
	認定単位数

	
	
	
	
	


(4)　現場実習（インターンシップを含む）の実施状況
	学校名・学科名
	実施日数
	参加人数
	単位認定の有無
	実施機関・企業等

	
	
	
	
	


※実施日数には年間総日数を、参加人数には年間総参加人数を記入してください
７．生徒に将来必要となる力を身に付けさせるために，最新の動向（技術革新の進捗状況等）を取り入れて授業を行うことが考えられます。その指導状況についてご回答ください。
(1)　最新の動向（技術革新の状況等）を補うために，教科書に加えて副教材を組み合わせた効果的な指導の事例をのうち、主なものを３～５例程度記載してください。
　なお，都道府県内の代表的な学校の事例（科目ごとに別の学校になっても可）とし，可能な限り１科目につき１例ずつ記載すること（全科目中３～５科目程度）。ただし，記載が困難な場合はこの限りではありません。
	科目名
	教科書と副教材を組み合わせた効果的な指導の事例

	(例)アルゴリズムとプログラム
	教科書では、典型的なアルゴリズムや開発モデルなど、情報社会の進展による変化が比較的に少ない内容を学習し、プログラミング言語等は、実際に情報産業で使われているものを市販本やWebページ、自作プリントなどを組み合わせて学ぶようにしている。必要に応じてプログラミング言語を学ぶためのWeb上のコンテンツも利用している。

	
	

	
	

	
	


	
	

	
	


※副教材とは、教科書と併用して使う資料集、問題集、参考書、プリント類、視聴覚教材、新聞、Web上のコンテンツ等）を指す。
 (2)　教科書に記載している内容に加えて、最新の動向（技術革新の進捗状況等）を補い，指導するために行っている外部講師の活用や企業等との連携，生徒を伴って産業現場を訪問する等の工夫例のうち、主なものを３～５例程度記載してください。
　　　なお、都道府県内の代表的な学校の事例（科目ごとに別の学校になっても可）とし、可能な限り１科目につき１例ずつ記載すること（全科目中３～５科目程度）。ただし、記載が困難な場合はこの限りではありません。
	科目名
	工夫例（外部講師の活用や企業との連携等）
	（外部講師の活用する場合）

	
	
	講師
時間数
	講師の
職業等

	(例)ネットワークシステム
	基本的な部分については担当教諭が教えるが、仮想ネットワークなどの最新の技術については、企業でその分野を担当している技術者に最新の機器を携えて学校に来てもらい授業に参加していただいている。
	２時間
	民間企業

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※外部講師の活用を行っている場合は「講師時間数」「講師の職業等」を記入する。

※講師の職種は、民間企業、大学等教員、研究所等職員、行政職員などを記入する。
８．専門教科「情報」　教育課程編成・実施上の課題
	


【Ⅱ】．以下の設問　９．～11．については，全ての教育委員会が御回答ください。
９．専門教科情報科に関する学校・学科の新設及び設置計画について（令和３年度以降）
	設置予定
年度
	新設
改編
	学校名
	学科名
	学級数
	旧学科名

	
	
	
	
	
	


10．教科「情報」担当教員の採用試験の実施状況（令和２年度実績。実施予定については令和３年度）
	試験実施の有無
	志願者数
	受験者数(a)
	合格者数
	名簿登載者数(b)
	倍率(a/b）

	有・無
	
	
	
	
	


	筆記
	実技
	面接
	問題公表
	令和３年度実施予定
	その他

	有・無
	有・無
	有・無
	有・無
	有・無
	


※「その他」の欄には、社会人特別選考試験等を実施されている場合、その旨御記入ください。
11．専門教科情報科及び共通教科情報科に係る研修の実施状況（令和２年度実績）
	


※1：情報の教科研究会があれば，名称を記入し，規約等を添付してください。
※2：情報科に関する都道府県等が行う講習会・研修会について名称を記入し，実施要項等を添付してください。
※3：情報科に関する長期研修に教職員等を派遣していれば，行の最初に(長)をつけて名称を記入してください。
　　　例：(長)令和２年度産業・情報技術等指導者養成研修
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